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咳嗽と筋痙攣

肝硬変に伴 うこ むらが えりに対する芍薬甘草湯の臨床的

有用性
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【目的】
“
こ むらがえザ 　1以下MC ） とは，い わゆ る

L’
腓 （こ む ら｝ の筋肉が に わか に 痙攣を起

こ す こ と （広辞苑：〕
”

とされるが通常はMC に代表される 「有痛性限局性筋痙攣tと解釈され て い る 、

各種変性疾患，代謝疾患な ど に高率 に 認 め られ る が ，肝硬変 （以 卜
’
Lc ！ で は 意外と知 ら れて い ない t、

今lgltわ れ わ れ は LC に伴うMC の頻度と芍薬廿苧：湯0）有効性を検討 した，，

【対象お よ び方法】検討1 ：LC に おけ る MC の 実態解析 CLC318例 ） ，，倹討2 ：単施設の MC を伴 う

LC 　18例で の 芍薬｝∫草湯の 有効
’1”ilの 初明検討．検討3 ：MC を伴 うLC の 芍薬甘草．湯の治療効果の 多施

設共同研究 （無作為比較試験．芍薬lt
』
草湯服用群65例．プ ラ セ ボ 服用群61例 ， 参加23施設，臨床医

学L5 ；499 − 523，］999〕、．筋痙巒の 改 善度．副作用 の 出現頻度を中心 として解析 した 。

【成績】 D検討1：318例中B9 例43．7％ に MC が 認 め られ た　部位別 に は腓が 65．3％．手掌15．〔1％ で，

発生時刻 は 夜間が43．2％，ダ 方が 12、8％ t’あ・・
） た、、｝銅策害度が進行す る に つ れて 増 加 し，利尿剤服

用例で MC の 頻度が高か っ 〆：：．、2）倹討 2 ： 18例中MC の 完4｝消失例が 12例 66、7％，　 MC の ほ ぼ 消失例 が

5例27．8％ と言ig4．4％ の 有効率で あ・
、 た．．3例 16．7 ％ に低カ リ ウ ム 1血症を認めた 、3）検討3 ：評価可能

で あ っ た芍薬 甘苧：湯服用 群58例 と ブ ラ セ ボ服用群53例で 検討した．芍薬甘草湯服用群 58例 中 ，
4例

7，7％ が 著明改善，31例が改善59．6％ ，不変が 14例26．9％ ，悪化 が 3例59 ％ で ，プ ラ セ ボ服用群 53例

中，5例 且0．4％ が 著明改 善，13例が改善27」％
， 不変が 22例45．8％ ，悪化が 8例16．7％ 〔判定不能 哦1）

で
， 芍薬凵草 湯服用群で有意に は減少 した（p＝〔〕．〔｝1域

【考案お よ びまとめ】LC に お い て MC が生ずる原因 と して カ ル シ ウ ム を中心 と した電解質異常，ビ

タ ミン D の 代 謝異常．タ ウ リ ン び）低 ド，hepatic　neuropath ．vの
・
部分症状 で ある末梢神経 障害 な どが

考え ら れて い る が 定説は な い 、芍薬 甘ら≒．湯は ．初期臨床試験で効果が期待 され，プ ラ セ ボ との 無作

為比較試験 で 有効性 が確認 さ れ た．，LC に伴 うMC の 存在 は 意外 と知 ら れ て お らず患者は か な り苫痛

を伴うため ，　「証」を考慮に 入れな くて も使用可能で速効性 の ある芍薬甘草湯の 意義は高い もの と

考え る
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